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でででででででででででででででででででででで

診
療
所
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

こ

ん

に

ち

は

ダ
ニ
咬
傷
は
４
月
～
７
月
に

か
け
て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

山
菜
採
り
や
キ
ャ
ン
プ
、
田
舎
暮

ら
し
な
ど
、
野
山
に
関
連
の
あ
る

生
活
活
動
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
可
能
性
は
常

に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ダ
ニ
は
、
吸
い
付
く
と
同
時
に

唾
液
を
分
泌
し
、
こ
れ
が
石
灰
化

す
る
た
め
に
、
引
っ
張
っ
て
も
と

れ
ず
、
外
科
的
に
切
除
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
が
少
な
く
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
、

ダ
ニ
を
つ
ぶ
し
た
り
、
薬
品
を
か

け
て
取
り
除
く
こ
と
は
一
般
的

に
は
推
奨
さ
れ
ま
せ
ん
。

ダ
ニ
を
刺
激
す
る
と
、
胃
内
容

が
逆
流
し
て
ラ
イ
ム
病
に
罹
患

す
る
危
険
性
が
増
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
た
め
、
以
下
の
方
法
で

取
り
除
け
な
い
場
合
は
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
。

咬
ま
れ
て
す
ぐ
で
あ
れ
ば
、
先

の
細
い
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
虫
体
を

損
傷
さ
せ
ず
に
口
器
を
つ
ま
み

引
き
出
す
と
取
り
除
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
取
り
除

け
な
い
場
合
は
外
科
的
な
処
置

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ラ
イ
ム
病
は
、
マ
ダ
ニ
属
に
よ

っ
て
媒
介
さ
れ
る
ボ
レ
リ
ア
と

い
う
細
菌
に
よ
っ
て
感
染
す
る

細
菌
感
染
症
で
す
。
ダ
ニ
の
刺

咬
部
か
ら
徐
々
に
環
状
に
紅
斑

が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ラ
イ
ム
病
の
報
告
は
１
９
８

０
年
代
～
。
放
置
す
る
と
、
皮
膚

の
紅
斑
（
写
真
）
に
始
ま
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
類
似
症
状
（
発

熱
、
関
節
の
痛
み
、
リ
ン
パ
節
の

痛
み
）、
ほ
か
、
髄
膜
炎
（
脳
の

感
染
症
）、
心
臓
疾
患
を
引
き
起

こ
し
死
亡
す
る
事
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
か

ま
れ
医
療
機
関
を
受
診
し
た
人

の
う
ち
、
８
％
が
ラ
イ
ム
病
を
発

症
し
て
い
ま
す
。

咬
ま
れ
て
医
療
機
関
を
受
診

す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た

例
や
、
患
者
自
身
で
マ
ダ
ニ
を
除

去
し
た
例
で
、
ラ
イ
ム
病
の
発
症

が
優
位
に
高
か
っ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。

発
症
時
期
は
５
月
～
７
月
で
、

６
月
が
一
番
多
く
、
咬
ま
れ
た
部

位
は
、
頭
頚
部
が

・
８
％
と
最

３４

も
多
く
、
特
に
小
児
で
は
約
８
割

が
頭
や
首
を
咬
ま
れ
て
い
ま
す
。

シ
ュ
ル
ツ
エ
マ
ダ
ニ
が
８
割

で
、
ヤ
マ
ト
ダ
ニ
は
２
割
。
前
者

の

・
２
％
で
ボ
レ
リ
ア
菌
陽

１２
性
。

宇
外
で
活
動
を
す
る
と
き
は
、
布

目
が
細
か
く
、
表
面
の
滑
ら
か

な
、
明
る
い
色
の
衣
服
を
身
に

つ
け
、
裾
は
長
靴
や
ハ
イ
ソ
ッ

ク
ス
の
中
に
入
れ
、
マ
ダ
ニ
の

衣
類
へ
の
侵
入
を
予
防
す
る

宇
帰
宅
後
、
入
浴
時
に
衣
類
へ
の

付
着
や
吸
着
を
調
べ
る
。
特

に
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、
被

髪
頭
部
や
頸
部
を
重
点
的
に

調
べ
る

【
注
意
】

ダ
ニ
が
長
時
間
吸
着
し
た
ま

ま
の
場
合
は
、
ラ
イ
ム
病
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
数
週
間
後

に
高
熱
や
皮
疹
が
出
る
場
合
は

必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

予
防
を
し
ま
し
ょ
う

ダ
ニ
咬
傷
（
こ
う
し
ょ
う
）

北
海
道
で
は

ラ
イ
ム
病

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
！

◆◆ダニの取り方◆◆

ゆっくりと、まっすぐ皮
ふから引き抜きます。

ダニを刺激しないようにで
きるだけ皮ふに近いところ
で、しっかりとダニを挟む

ヤマトダニ
左：雌、右：雄
（写真：社団法人日本皮膚科学会）

シュルツエマダニ
成長順、吸血前／後

（写真：社団法人日本皮膚科学会）

↑
ダニの刺咬部から、
赤い輪が徐々に大
きくなっていく

ライム病による
「遊走性紅斑」の図
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※
「
わ
」
占
冠
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
理
念
と
し
て
い
る
「
な
ご
み
の
和
」「
つ
な
が
り
の
輪
」
を
ひ
ら
が
な
で
表
し
て
い
ま
す
。

デイサービスセンターの畑では、今まで
畑を囲っていた丸太を取り除き、新たにブ
ロックを埋め込みました！今までの畑と
は一味ちがった雰囲気を楽しむことがで
きますよ♪
今年は例年まれにみる寒さが続き、デイ
サービスセンターの畑にもなかなか野菜
を植えることができずにいる状況です…。
そんな中、唯一植えた「トマト」は、やっ
と実をつけたところです！この寒さに負
けず、美味しい「トマト」に育ってほしい
ですね♪ 生活相談員 法名

四畑

ほたてご飯

きりたんぽ汁

たら塩糀つけ焼き

笹かまと胡瓜の和え物

野沢菜漬け

果物（りんご）

雁月（おやつ）
５５７受

今回は海を渡って【東

北地方】にまいります。

秋田の「きりたんぽ」、

仙台の「笹かま」、岩手

・宮城からは「雁月」と

いうお菓子を、献立に取

り入れてみました。

「きりたんぽ鍋」は、

うるち米を潰し木の棒に巻きつけてちくわ状に焼

きあげたもの（きりたんぽ）を、地鶏やごぼう、き

のこ、ねぎなどと共に、鶏ガラのだし汁で煮込む鍋

料理です。「きりたんぽ」は、冬期に狩猟を行う猟師

（マタギ）が保存食として携行し始めたのが

起源と言われています。今回センターでは

“きりたんぽ”から手作りしたんですよ使

「雁月」は、この地方では農作業の

休憩におやつとしてよく出されてい

たもので、かみごたえのある、腹もち

良い蒸しパンのような物です。まる

く蒸された生地の上にちらばる黒ゴ

マを、月と雁（かり）の姿になぞらえ

て「雁月（がんづき）」と呼ぶように

なったという説もあります。なんと

も趣きのある名前のお菓子ですね。

【東北地方】の巻

栄養士のつぶやき（＠栄養士栄養士のつぶやき（＠栄養士））
山の緑も色濃く青空がとてもまぶしく感じる季節になりました。露地栽
培の野菜なども次々収穫できるから美味しくて安い野菜が食卓に登場する
ことも多くなりましたね使
皆さん!!地物野菜をいっぱい食べ水分補給もまめにして、この夏を乗り切

りましょう。でも、暑いからといって冷たい物ばかり飲んだり食べたりしな
いよう気を付けてください。夏ばての原因になりますよ。 ●平川 みゆき

【書：前占冠中央小学校校長 小嶋康博様】

【７月の行事食】

７月２７日 土用の丑 ……うなぎ、牛肉、ウリ、
うどん、梅干しなど、
“う”の付く食べ物


